
(57)【要約】

【課題】　ホワイトバランス調整を適正に行う。

【解決手段】　ホワイトバランス調整管２２の内周面に

スイッチボタン５０を設ける。スコープ部１０の先端部

１０ａがホワイトバランス調整管２２に挿入され、先端

部１０ａがスイッチボタン５０を押圧すると、ホワイト

バランス調整が行われる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 内 を 撮 像 す る た め の ス コ ー プ 部 と 、
　 内 側 が 白 色 で あ っ て 、 開 口 部 か ら 底 面 に 向 け て 前 記 ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が 挿 入 可 能 で あ
り 、 か つ 前 記 ス コ ー プ 部 に よ り 得 ら れ る 画 像 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 調 整 す る た め の ホ ワ イ
ト バ ラ ン ス 調 整 管 と 、
　 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 に 設 け ら れ 、 前 記 ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス 調 整 管 内 の 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ た こ と を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、
　 前 記 検 知 手 段 に よ り 前 記 ス コ ー プ 部 が 前 記 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ た こ と が 検 知 さ れ る と 、
前 記 画 像 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 調 整 す る 調 整 手 段 と
　 を 備 え る 内 視 鏡 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 所 定 位 置 は 、 前 記 底 面 か ら 一 定 距 離 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 検 知 手 段 は 、 前 記 所 定 位 置 に お い て 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 の 内 周 面 か ら 突 出
し た ス イ ッ チ ボ タ ン で あ っ て 、 前 記 先 端 部 が 前 記 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 押 圧 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ボ タ ン は 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 底 面 に 向 け て 徐 々 に 高 く な る よ う に 突 出 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 は 、 前 記 底 面 に 連 設 し た 第 １ の 管 部 と 、 前 記 第 １ の 管 部 よ
り 開 口 部 側 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 管 部 よ り 径 が 短 い 第 ２ の 管 部 を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ ボ
タ ン は 、 前 記 第 ２ の 管 部 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ホ ワ イ ト バ ラ ン
ス 調 整 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 医 療 用 に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 装 置 に お け る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 は 、 ス コ ー プ 部 と 、 そ の ス コ ー プ 部 に 接 続 さ れ 、 光 源 装 置 等 が 設 け ら れ た プ
ロ セ ッ サ を 有 す る 。 ス コ ー プ 部 は 、 そ の 挿 入 部 が 先 端 部 か ら 管 腔 内 （ 例 え ば 人 体 の 消 化 管
内 、 ボ イ ラ ー の 管 内 等 ） に 挿 入 さ れ 、 光 源 装 置 か ら 発 し た 照 明 光 を 用 い て 管 腔 内 の 画 像 を
撮 像 し 、 撮 像 し た 画 像 は 、 プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た モ ニ タ Ｔ Ｖ 等 に 映 し 出 さ れ る 。 こ こ で
、 モ ニ タ Ｔ Ｖ 等 に 映 し 出 さ れ る 画 像 は 、 そ の 色 調 が 、 光 源 装 置 や 撮 影 条 件 等 に よ っ て 左 右
さ れ る の で 、 管 腔 内 の 画 像 の 色 調 と 異 な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 色 調 の ず れ を な く す た め に 、 撮 像 を 開 始 す る 前 に 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン
ス 調 整 を 行 う こ と が 知 ら れ て い る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 は 、 例 え ば ス コ ー プ 部 の 挿 入 部
の 先 端 部 が ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 に 挿 入 さ れ て 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス
調 整 は 光 源 装 置 か ら 発 し た 光 が ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 の 底 面 に 反 射 し 、 そ の 反 射 光 が ス
コ ー プ 部 の 先 端 部 で 捉 え ら れ 、 そ の 捉 え ら れ た 反 射 光 を 基 に 行 わ れ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １
） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ７ ６ ４ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 に お い て 、 ス コ ー プ 部 の 先 端 部 で 捉 え ら れ る 反 射 光 は 、 常 に 同 一
の 色 調 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 し た が っ て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 行 わ れ る と き の ス
コ ー プ 部 の 先 端 部 の 位 置 は 常 に 同 じ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 は 、 通 常 ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管
の 任 意 の 位 置 ま で 挿 入 さ れ た と き 、 キ ー ボ ー ド 等 の ス イ ッ チ が 押 さ れ る こ と に よ り 行 わ れ
る が 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 時 の 先 端 部 の 位 置 を 一 定 に す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 キ
ー ボ ー ド が 押 さ れ る と き 、 一 方 の 手 が ス コ ー プ 部 か ら 離 さ れ る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調
整 の と き ス コ ー プ 部 は 片 手 で 握 ら れ る 。 し た が っ て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 時 の 先 端 部 は
上 下 動 し や す く 、 そ の 位 置 は 安 定 し な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 行 わ れ る と き の ス コ ー プ 部 の 先 端 部 の 位 置
を 常 に 同 一 に し 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 正 確 に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 装 置 は 、 管 腔 内 を 撮 像 す る た め の ス コ ー プ
部 と 、 内 側 が 白 色 で あ っ て 、 開 口 部 か ら 底 面 に 向 け て ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が 挿 入 可 能 で あ
り 、 か つ ス コ ー プ 部 に よ り 得 ら れ る 画 像 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 調 整 す る た め の ホ ワ イ ト バ
ラ ン ス 調 整 管 と 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 に 設 け ら れ 、 ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が ホ ワ イ ト バ
ラ ン ス 調 整 管 内 の 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ た こ と を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 検 知 手 段 に よ り ス コ
ー プ 部 が 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ た こ と が 検 知 さ れ る と 、 画 像 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 調 整 す る
調 整 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 所 定 位 置 は 、 底 面 か ら 一 定 距 離 に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。 検 知 手 段 が 、 所 定 位 置 に お
い て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 の 内 周 面 か ら 突 出 し た ス イ ッ チ ボ タ ン で あ る 場 合 、 検 知 手 段
は 、 先 端 部 が 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 押 圧 さ れ 、 挿 入 さ れ た こ と を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ス イ ッ チ ボ タ ン は 、 開 口 部 か ら 底 面 に 向 け て 徐 々 に 高 く な る よ う に 突 出 す る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 は 、 底 面 に 連 設 し た 第 １ の 管 部 と 、 第 １ の 管 部 よ り 開 口 部 側 に
設 け ら れ 、 第 １ の 管 部 よ り 径 が 短 い 第 ２ の 管 部 を 有 す る 場 合 、 ス イ ッ チ ボ タ ン は 、 第 ２ の
管 部 に 設 け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 常 に ス コ ー プ 部 が 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 の 一 定 の 位 置 に 挿 入 さ れ
た と き に 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ５ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 適 用 し た 電 子 内 視 鏡 装 置 の 模 式 図 を 示 す 。 電 子 内 視 鏡 装
置 は 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ を 有 し 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ の １ つ の 面 に は 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ を 操 作 す
る た め の 操 作 パ ネ ル ２ １ と 、 コ ネ ク タ ２ ３ が 設 け ら れ 、 さ ら に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２
２ が 固 定 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ２ ３ に は 、 管 腔 内 （ 例 え ば 体 腔 内 ） を 撮 像 す る た め の ス コ
ー プ 部 １ ０ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ は 、 ス コ ー プ 部 １ ０ に よ り 得 ら れ る 画 像 の ホ ワ イ ト バ ラ ン
ス を 調 整 す る た め の 管 で あ り 、 内 側 は 白 色 で あ る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ は 、 開 口
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部 ２ ４ か ら 上 方 の 底 面 ２ ５ に 向 け て ス コ ー プ 部 １ ０ が 挿 入 可 能 で あ り 、 開 口 部 ２ ４ は 下 方
に 向 け て 設 け ら れ て い る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ 内 に は 、 Ｗ Ｂ （ ホ ワ イ ト バ ラ ン ス
） ボ タ ン （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 内 視 鏡 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ス コ ー プ 部 １ ０ は 、 体 内 に 挿 入 さ れ 可 撓 性 を 有
す る 管 状 の 挿 入 部 １ ３ と 、 使 用 者 が 握 り ス コ ー プ 部 １ ０ を 操 作 す る た め の 操 作 部 １ ９ と 、
操 作 部 １ ９ と プ ロ セ ッ サ ２ ０ を 接 続 す る 接 続 部 １ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス コ ー プ 部 １ ０ に は 光 フ ァ イ バ 束 か ら 成 る 光 ガ イ ド 部 材 １ ２ が 設 け ら れ る 。 光 ガ イ ド 部
材 １ ２ は 、 接 続 部 １ ５ か ら 操 作 部 １ ９ を 通 っ て 挿 入 部 １ ３ の 先 端 部 １ ０ ａ ま で 挿 通 す る 。
接 続 部 １ ５ は プ ロ セ ッ サ ２ ０ に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 光 ガ イ ド 部 材 １ ２ の 一 方 の 端 部 は 、
プ ロ セ ッ サ ２ ０ に 設 け ら れ た 照 明 用 の 光 源 １ ０ ２ に 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。 光 源 １ ０ ２ か ら
の 照 明 光 は 、 光 ガ イ ド 部 材 １ ２ を 通 っ て 、 光 ガ イ ド 部 材 １ ２ の 他 方 の 端 部 か ら 出 射 さ れ 、
例 え ば 体 腔 内 の 内 臓 器 官 Ｘ に 照 射 さ れ る 。 光 源 １ ０ ２ と 光 ガ イ ド 部 材 １ ２ の 端 部 と の 間 に
は 、 光 ガ イ ド 部 材 １ ２ に 供 給 す る 照 明 光 の 光 量 を 調 節 す る 絞 り １ ２ ０ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 １ ０ ａ に は 撮 像 素 子 １ ４ （ 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ ） が 設 け ら れ る 。 撮 像 素 子
１ ４ の 電 気 的 駆 動 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ ２ ２ に よ り 制 御 さ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ ２ ２ は 、
マ イ コ ン １ ２ ４ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 撮 像 素 子 １ ４ で 捉 え ら れ た 被 写 体 像 は 、 ア ナ ロ グ の 画 像 信 号 に 変 換 さ れ 、 画 像 信 号 は Ａ
／ Ｄ 変 換 回 路 １ ２ ５ で デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ た 画 像 信 号 は 、 マ イ コ
ン １ ２ ４ 内 に 設 け ら れ た 処 理 回 路 １ ２ ３ に お い て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 、 ガ ン マ 補 正 、 輪 郭
強 調 等 の 処 理 が 施 さ れ た 後 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ 側 に 送 ら れ る 。 こ こ で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 処
理 で は 、 画 像 信 号 に お け る 各 色 成 分 （ Ｒ Ｇ Ｂ ） の ゲ イ ン が 、 メ モ リ １ ４ ０ に 格 納 さ れ た Ｒ
Ｇ Ｂ ゲ イ ン デ ー タ に 基 づ い て コ ン ト ロ ー ル さ れ る 。 な お 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 １ ２ ５ 、 Ｃ Ｃ Ｄ
駆 動 回 路 ２ ２ ２ 、 マ イ コ ン １ ２ ４ 、 お よ び メ モ リ １ ４ ０ は 、 ス コ ー プ 部 １ ０ 内 に 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 プ ロ セ ッ サ ２ ０ 側 に 送 ら れ た 画 像 信 号 は 、 画 像 信 号 処 理 回 路 １ ０ ４ に お い て 、 所 定 の 信
号 処 理 が 行 わ れ た 後 、 輝 度 信 号 （ Ｙ ） お よ び 色 差 信 号 （ Ｒ － Ｙ ） 、 （ Ｂ － Ｙ ） に 分 離 さ れ
、 そ れ ぞ れ 、 Ｙ メ モ リ １ ０ ６ 、 Ｒ － Ｙ メ モ リ １ ０ ８ お よ び Ｂ － Ｙ メ モ リ １ １ ０ に 一 旦 格 納
さ れ る 。 各 メ モ リ に 格 納 さ れ た 画 像 信 号 は 、 １ フ レ ー ム 毎 に 順 次 読 み 出 さ れ 、 ビ デ オ 処 理
回 路 １ １ ４ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ビ デ オ 処 理 回 路 １ １ ４ で は 、 デ ジ タ ル の 画 像 信 号 が ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ 、 増 幅 処 理
等 が 施 さ れ た 後 Ｒ Ｇ Ｂ ビ デ オ 信 号 と な る 。 Ｒ Ｇ Ｂ ビ デ オ 信 号 は 、 出 力 端 子 回 路 １ ９ ９ を 介
し て 、 モ ニ タ Ｔ Ｖ ２ ０ ０ に 映 像 と し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ ロ セ ッ サ ２ ０ 内 に 設 け ら れ た タ イ ミ ン グ 回 路 １ １ ２ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ０
か ら 送 ら れ た タ イ ミ ン グ 制 御 情 報 に 基 づ き 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ 内 の 画 像 信 号 処 理 回 路 １ ０ ４
、 ビ デ オ 処 理 回 路 １ １ ４ の 動 作 タ イ ミ ン グ の 制 御 と メ モ リ １ ０ ６ 、 １ ０ ８ 、 １ １ ０ に 対 す
る 書 込 み お よ び 読 み 出 し 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 画 像 信 号 処 理 回 路 １ ０ ４ に は 、 絞 り 調 整 回 路 １ ２ ２ が 接 続 さ れ 、 絞 り 調 整 回 路 １ ２ ２ に
よ っ て 絞 り １ ２ ０ の 開 度 が 調 整 さ れ 照 明 光 量 が 調 節 さ れ る 。 絞 り 調 整 回 路 １ ２ ２ は 、 輝 度
信 号 （ Ｙ ） に 基 づ い て 最 適 な 絞 り 開 度 に な る よ う 絞 り １ ２ ０ を 駆 動 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ０ に は 、 Ｗ Ｂ ス イ ッ チ １ ５ ０ が 接 続 さ れ る 。 Ｗ Ｂ ス イ ッ チ １
５ ０ は 、 後 述 す る よ う に 、 ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ が 押 さ れ る と 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た
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め の Ｏ Ｎ 信 号 を シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ０ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ 、 ４ を 用 い て 本 実 施 形 態 の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ お よ
び 図 ４ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ は 、 底 面 ２ ５ に 連 設 さ れ た 第 １ の 管 部 ４ １ と 、 第 １ の 管 部
４ １ よ り 開 口 部 ２ ４ 側 に 設 け ら れ 、 第 １ の 管 部 ４ １ よ り 径 が 短 い 第 ２ の 管 部 ４ ２ と 、 第 １
お よ び 第 ２ の 管 部 ４ １ 、 ４ ２ を 連 結 す る 連 結 部 ４ ３ と を 有 す る 。 連 結 部 ４ ３ は 、 第 １ の 管
部 ４ １ の 開 口 部 ２ ４ 側 に 設 け ら れ 、 開 口 部 ２ ４ に 向 け て 徐 々 に 径 が 短 く な る よ う に 形 成 さ
れ て い る 。 底 面 ２ ５ か ら 一 定 距 離 に あ る 第 ２ の 管 部 ４ ２ の 内 周 面 に は 、 ス イ ッ チ ボ タ ン ５
０ （ 検 知 手 段 ） が 設 け ら れ る 。 ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ は 、 第 ２ の 管 部 ４ ２ に お い て 、 底 面 ２
５ に 近 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 開 口 部 ２ ４ か ら 底 面 ２ ５ に 向 け て 徐 々 に 高 く 成 る よ う に 内
周 面 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 行 わ れ る と き 、 ス コ ー プ 部 １ ０ の 挿 入 部 １ ３ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス 調 整 管 ２ ２ の ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ 側 の 内 周 面 に 沿 う よ う に 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管
２ ２ 内 部 に 挿 入 さ れ る 。 挿 入 部 １ ３ が 挿 入 さ れ 、 先 端 部 １ ０ ａ が 底 面 ２ ５ か ら 一 定 距 離 に
あ る 所 定 位 置 に 達 す る と 、 先 端 部 １ ０ ａ は ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ の 傾 斜 部 を 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ が 押 圧 さ れ る と 、 Ｗ Ｂ ス イ ッ チ １ ５ ０ は Ｏ Ｎ 信 号 を 出 力 し 、 出 力 さ
れ た Ｏ Ｎ 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ 内 の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ０ に 入 力 さ れ る 。 シ ス テ
ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ０ は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め の Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 ホ ワ
イ ト バ ラ ン ス 調 整 処 理 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 処 理 に つ い て 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ は
、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 処 理 の プ ロ グ ラ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ０ で 、 内 視 鏡 装 置 の 電 源 （ 図 示 せ ず ） が 投 入 さ れ 、 光 源 １ ０ ２ の 電 源 が
投 入 さ れ る と 、 ス コ ー プ 部 １ ０ の 先 端 部 １ ０ ａ か ら 照 明 光 が 照 射 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １
０ で は 、 Ｗ Ｂ ス イ ッ チ １ ５ ０ か ら Ｏ Ｎ 信 号 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ０ に 入 力 さ れ た か
否 か が 判 定 さ れ る 。 Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 ス コ ー プ 部 １ ０ の 先 端 部 １ ０ ａ が 所 定 位 置
に 挿 入 さ れ た と 判 断 さ れ 、 Ｓ ３ ２ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ で Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ な い
と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ で Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る ま で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ０ で は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ の 白 色 の 底 面 ２ ５ が 、 撮 像 素 子 １
４ で 撮 像 さ れ 、 そ の 撮 像 さ れ た １ フ レ ー ム 分 の Ｒ Ｇ Ｂ の 画 像 信 号 が そ れ ぞ れ マ イ コ ン １ ２
４ 内 で 積 分 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 画 像 信 号 を 積 分 す る こ と に よ っ て 得
ら れ た そ れ ぞ れ の 積 分 出 力 値 （ 測 光 値 ） が マ イ コ ン １ ２ ４ 内 で 比 較 さ れ る 。 具 体 的 に は 、
ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ で は Ｒ お よ び Ｂ の 画 像 信 号 の 測 光 値 そ れ ぞ れ が Ｇ の 画 像 信 号 の 積 分 出 力
値 と 比 較 さ れ 、 両 積 分 出 力 値 が Ｇ の 積 分 出 力 値 と 同 一 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ０ に 進 み 、
同 一 で な け れ ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ０ で は 、 処 理 回 路 １ ２ ３ で 用 い ら れ る Ｒ Ｇ Ｂ ゲ イ ン デ ー タ が 設 定 さ れ る
。 例 え ば Ｒ と Ｇ 、 お よ び Ｂ と Ｇ の 積 分 出 力 比 Ｒ ／ Ｇ 、 Ｂ ／ Ｇ が 、 そ れ ぞ れ Ｘ 、 Ｙ で あ れ ば
、 Ｒ 、 Ｂ の ゲ イ ン は そ れ ぞ れ １ ／ Ｘ 、 １ ／ Ｙ 倍 に 変 更 さ れ 、 Ｇ の ゲ イ ン は 変 更 さ れ な い 。
各 信 号 の ゲ イ ン が 変 更 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ で は 、 変 更
さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ ゲ イ ン で 増 幅 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ の 積 分 出 力 値 が そ れ ぞ れ 比 較 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ
３ ３ ０ 、 Ｓ ３ ４ ０ の 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ に お い て Ｇ の 出 力 値 が Ｒ お よ び Ｂ の 出 力 値
と 等 し く な る ま で 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ０ で は 、 メ モ リ １ ４ ０ に ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ０ で 設 定 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ ゲ イ ン が
Ｒ Ｇ Ｂ ゲ イ ン デ ー タ と し て 格 納 さ れ 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 処 理 は 終 了 す る 。 な お 、 メ モ
リ １ ４ ０ に 格 納 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ ゲ イ ン デ ー タ は 前 述 し た よ う に 処 理 回 路 １ ２ ４ に お い て 行 わ
れ る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 処 理 に お い て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ 内 に 設 け ら れ た Ｗ
Ｂ ボ タ ン ５ ０ が 押 圧 さ れ る こ と に よ り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 開 始 さ れ る の で 、 操 作 パ
ネ ル ２ １ 等 の ボ タ ン を 押 さ な く と も 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 Ｗ Ｂ ボ タ ン ５ ０ は 、 底 面 ２ ５ か ら 一 定 の 距 離 に 位 置 す る の で 、 ス コ ー プ 部 １ ０ が
常 に 一 定 の 位 置 に 挿 入 さ れ た と き に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 行 わ れ 、 誤 差 な く ホ ワ イ ト バ
ラ ン ス 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 ２ ２ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 管
部 ４ １ 、 ４ ２ を 有 し 、 ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ は 、 第 ２ の 管 部 ４ ２ に お い て 、 第 １ の 管 部 ４ １
に 近 接 す る 位 置 に 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 の 先 端 部 １ ０ ａ か ら 発 し た 光 は 、 第 ２
の 管 部 ４ ２ に 遮 ら れ る こ と な く 、 第 １ の 管 部 ４ １ に 照 射 さ れ る の で 、 よ り 適 正 に ホ ワ イ ト
バ ラ ン ス 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 検 知 手 段 は 、 先 端 部 １ ０ ａ が 挿 入 さ れ る こ と に よ り 押 圧
さ れ る ス イ ッ チ ボ タ ン ５ ０ で あ っ た が 、 先 端 部 １ ０ ａ が 所 定 位 置 に 挿 入 さ れ た こ と を 検 知
で き る も の で あ れ ば 、 他 の も の で あ っ て も 良 く 、 例 え ば 光 セ ン サ 等 で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 プ ロ セ ッ サ の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 電 気 的 構 成 を 示 す 。
【 図 ３ 】 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管 に ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が 挿 入 さ れ る と き の 模 式 図 を 示 す
。
【 図 ４ 】 ス コ ー プ 部 の 先 端 部 が ス イ ッ チ ボ タ ン を 押 圧 す る と き の 模 式 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ０ 　 ス コ ー プ 部
　 ２ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
　 ２ ２ 　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 管
　 ５ ０ 　 ス イ ッ チ ボ タ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

解决的问题：正确执行白平衡调整。 在白平衡调整管的内周面上设有开
关按钮。 当将镜体部分10的尖端部分10a插入白平衡调节管22中并且尖
端部分10a按下开关按钮50时，执行白平衡调节。 [选择图]图3
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